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1 １．新規契約をする前に行うこと 

新規荷主と取引する際は、取引を開始する前に必ず信用調査を 
実施し評点を確認する事。 

評点とは？ 信用程度を点数にしたもの。 
(業歴・資本構成・規模・損益・資金現況
・代表者・企業活力の７項目で評価） 

 １００～８６点 超優良企業 

 ８５～６６点 優良企業 

 ６５～５０点 健全な経営状態 

 ４９～４７点 中小企業であれば悪くない、 
大企業であれば良くない 

 ４６～４４点 銀行融資が通り辛い 

 ４３～４０点 倒産リスク高い 

 ３９～３６点 倒産リスク高い 

 ３５点以下 倒産リスク高い 

 【評点と評価】 

https://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.irasutoya.com%2F2017%2F10%2Fblog-post_994.html&psig=AOvVaw3l7jBDbOKEYilvJ_N_cU9o&ust=1608208633005000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCIiU2J3C0u0CFQAAAAAdAAAAABAD


2 ２．企業を見るポイント 【取引先チェックポイント１００】 

１００項目のチェック 
ポイントを元にどの様な
企業かチェック 

取引高に急激な増減
が発生した？ 

支払遅延が発生した？ 

従業員が急激に減った？ 

絶えず最悪の事態 
   を想定！！ 



3 ３．評点の無い新規荷主獲得事例（1-1） 

ＦＷＢから新規取引の引き合いを頂く。 

～獲得経緯～ 

信用調査を実施 

実施結果は評点無し 

本来、評点が低い（無い）荷主の場合、
預かり保証金ｏｒ運賃保証サービスを適
用し契約するが荷主が保証サービスに
対して難色を示す。 

別の手法にてアプローチ。 
詳細は次ページ 



4 ４．評点の無い新規荷主獲得事例（1-2） 

【荷主情報】 
株式会社フラットワークベース 
設立：２０２０年５月 
関連会社：パートナーズ 
 

新規取引するにあたり預かり保証金・運賃保証サービスに対して難色を示
した為、別の契約形態を提案。 

保証人を立てて、代金支払債務についての取り決めを交わす方法。 
その際、どこが保証人になるかという問題が発生。関連会社のパートナーズに着目 

パートナーズは、評点５０点以上の優良企業と判明。 
パートナーズと交渉し、西濃運輸とパートナーズの２社間で支払確約書（連帯保証人契約）
を結び、フラットワークベースと新規契約に至る 


